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敦煌莫高窟の西魏代における石窟空間構成

Ί千仏図の描写設計を中心としてΊ

末　森　　　薫＊

Formation of Buddhist Cave Spaces in Western Wei Dynasty  
at Dunhuang Mogao Grottoes, China: 

Drawing Design of Thousand Buddha Motif

Kaoru Suemori

　中国甘粛省敦煌市の郊外に位置する仏教遺跡・莫高窟では，西魏代（六世紀
前半）に，漢式の服制や中国古来の伝統的図案など，中国固有の特色を強くあ
らわした造形が取り入れられた。中国固有の要素が多く取り入れられた歴史
的・思想的な背景については，新たな要素の受容が顕著である第 285窟を中心
として，これまでにも数多くの研究がおこなわれている。一方，第 285窟以外
の西魏代に造営された石窟では，西魏以前から踏襲する莫高窟に伝統的な要素
も多く認められる。そのひとつに，配列・配色によって規則性を備える千仏図
がある。西魏の時代における石窟造営の諸相を理解するためには，新たにもち
こまれた要素のみならず，規則性を備える千仏図をはじめとした莫高窟に既存
であった要素が，石窟空間においてどのように機能しているかを理解すること
が不可欠となる。本稿では，規則性を備える千仏図が壁面の広い面積に描かれ
る第 248，249，288窟を主な対象として，各窟の空間を構成する諸要素を整理
し，規則性を備える千仏図の石窟空間における機能を解釈する。そして，西魏
窟の空間構想や造営者の特徴について一考を提示する。

During the Western Wei dynasty (535–556 C.E.) in the Mogao Grot-
toes, several images and styles originating from China were introduced to the 
cave art, such as Chinese style clothing and traditional motifs from ancient 
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China. Many studies have focused on the historical or ideological background 
of these arts, especially on Cave 285 of which the statue and murals indi-
cate a strong inþuence from Chinese culture. On the other hand, many ele-
ments were derived from before the Western Wei dynasty. One of the derived 
elements is the Thousand Buddha motif, which repeats rows of seated Bud-
dha ýgures with a regular coloring pattern. To understand the characteristics 
of the cave construction in the Western Wei dynasty, it is signiýcant to under-
stand how the Buddhist cave spaces were formed by both newly introduced 
elements and elements derived from older origins. The wide internal spaces of 
Cave 248, Cave 249 and Cave 288, which were assumed to have been con-
structed in the Western Wei dynasty, are decorated by the Thousand Bud-
dha motif. This paper reveals the functions of the Thousand Buddha motif 
depicted in these three caves through analyzing the formation of the caves 
such as the cave structure, allocation of the statue and murals, and the draw-
ing design of the Thousand Buddha motif. This paper also indicates the 
concept of cave construction in the Western Wei dynasty as well as the char-
acteristics of the groups engaged in constructing the caves in this period.
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1　はじめに

1.1　研究背景・目的

　中国西北部の甘粛省に位置する敦煌は，中国と中央アジアを結ぶ交通の要衝とし

て，古よりさまざまな人や物が東西に行き交っていた場所である（栄 2012: 26–31）（図

1）。インドで誕生した仏教もそのひとつであり，中央アジアを経由して，敦煌に至り，

やがて東アジア全域へと広まっていくこととなる。敦煌市の南東約 25 kmにある鳴沙

山の絶壁に「莫高窟」が存在する（写真 1）。南北 1600 mにわたる崖面には，大小

700あまりの洞窟が点在し，一大仏教遺跡群を形成している。唐代に制作された『大

周李懐譲重修莫高窟仏龕碑』（『李君碑』）には，莫高窟に洞窟が開かれることになっ

た端緒について，十六国時代の前秦建元二年（366年）に沙門（僧）であった楽 が

崖面にひとつの洞窟を開いたとする文言が刻まれている1）。莫高窟では，その後 1000

年以上の年月にわたって洞窟の造営が続けられ，東西からの影響を受けながら，仏教

図 1　敦煌の地理位置
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文化の諸相が表象されていった。造像や壁画によって形作られた石窟空間は，各時代

における仏教信仰の様子を物語るとともに，古代から続く東西交流の一端を明らかに

する稀有な存在である。

　窟の内部に像や壁画，あるいは建築の遺構を残す窟には 492の編号が与えられてい

る。それらは，北涼（421年 –439年），北魏（439年 –534年），西魏（535年 –556年），

北周（557年 –581年），隋（581年 –618年），初唐（618年 –712年），盛唐（712年

–781年），中唐（781年 –848年），晩唐（848年 –907年），五代（907年 –960年），宋

（960年 –1036年），西夏（1036年 –1227年），元（1227年 –1368年），清（1644年

–1911年）の各時代に分期されている（敦煌文物研究所編 1982）2）。北涼および北魏

に位置づけられる窟（以下「早期窟」と称する）には，インドや中央アジアに由来す

る西方色の強い造形が残されており，仏教が中国に伝えられた初期の様相を示す3）。

筆者は，これまでの研究において，早期窟に描かれる同形あるいは類似した形式の坐

仏像を連続させた千仏と呼ばれる図案（以下，「千仏図」と称する）の規則的表現に

着目して，規則性を生み出す配色のルールや，規則性が生み出す視覚効果を解析し，

千仏図が早期窟の空間において担う機能を考察してきた（末森 2016a）。また，本稿

で早期窟とする北涼あるいは北魏に比定される窟を便宜的に北朝前期第 I期（第 268，

272，275窟），北朝前期第 II期（第 259，254，251，257，260，263窟），北朝前期第

III期（第 431，435，437窟）に分類し，千仏図の描写設計の変遷を手がかりに，第

II期と第 III期に造られた石窟空間の特徴の違いなどを明らかにした（末森 2016b）。

　北涼，北魏に続く西魏の時代に比定される窟（以下，「西魏窟」と称する4））には

早期窟とは趣向の異なるいくつかの特色が見られる。ひとつは如来や菩薩の服装が，

それまでの西方色の強い形式から，漢族の纏う漢式へと変化（以下「服制の漢化」と

称する）する点である5）。服制の漢化により，如来像の着衣形式は，インド由来の「通

肩」あるいは「偏袒右肩」の服制から，「褒衣博帯式」と称される漢式の服制へと変

化する6）。もうひとつは，神仙思想や道教思想，墓葬文化などとの関連が指摘される，

中国古来の伝統的図案が取り入れられる点である7）。先に挙げた『李君碑』には，「東

陽王」なる人物が莫高窟に一大龕を開いた文言が刻まれている。東陽王は字を元栄と

いい，遅くとも北魏末の考昌元年（525年）には瓜州勅使の任に就き，西魏の大統八

年（542年）まで同職を務めた人物である8）。仏教の信仰に篤く，多くの写経をおこ

なっており，西魏窟にあらわされた変化は，東陽王が敦煌に赴任した際に，北魏の都

である洛陽（西魏ではやや西方の長安（現在の西安）に都が移される。以下，黄河中

下流域一体の平原を指す「中原」を，洛陽や西安を含む地域を示す用語に用いる）な
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どからもたらされたとする説が度々提示されている（宿 1996a[1956]: 209–211; 秋山

1975: 19; 樊・馬・関 1980: 211; 田口 1983: 53–54; 東山 1996: 86; 八木 2004: 258; 石松

2010: 66–68）。特に，西魏代の「大統四年（538年）」，「大統五年（539年）」の紀年銘

を残す第 285窟は，本格的な服制の漢化の影響を受けた造形が塑像および壁画にあら

わされ，天井面には中国古来の伝統的図案が多数描かれるなど，早期窟とは大きく様

相の異なる空間が構成されており，東陽王元栄との関連が想起される窟として，さま

ざまな角度から研究がおこなわれてきた9）。

　一方，第 285窟以外の西魏窟では，新しい要素が部分的に取り入れられているもの

の，基本的には，早期窟から踏襲する要素で空間が構成されている。西魏代において，

石窟造営がどのような構想をもとに進められたかを理解するには，西魏窟にあらわれ

写真 1　莫高窟遠景（2016年 8月 22日　筆者撮影）。






























































































































